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中
国
武
漢
を
発
生
源
に
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
二

か
月
足
ら
ず
で
世
界
中
に
感
染

拡
大
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
世
界
的
大

流
行
を
意
味
す
る
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
を
宣
言
し
ま
し
た
。 

 

二
か
月
前
ま
で
は
誰
も
が
こ

こ
ま
で
感
染
拡
大
す
る
と
は
予

想
だ
に
し
て
い
な
か
っ
た
が
、 

中
国
か
ら
日
本
、
韓
国
へ
と
広

が
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
飛
び
火
し
、
今
や
南

極
以
外
の
大
陸
に
感
染
が
ひ
ろ

ま
り
、
国
に
よ
っ
て
は
非
常
時

代
が
宣
言
さ
れ
、
外
出
禁
止
や
、

移
動
の
禁
止
に
よ
っ
て
国
民
生

活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。 

 

わ
が
国
で
も
保
育
園
、
幼
稚

園
、
小
中
学
校
、
高
校
等
が
休

校
と
な
り
、
人
が
多
く
集
ま
る

イ
ベ
ン
ト
や
集
会
も
中
止
要
請

が
出
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
で
も
大

相
撲
が
無
観
客
試
合
に
な
り
、

そ
れ
以
外
の
高
校
野
球
な
ど
も

中
止
と
な
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
に
も
暗
雲
が
立
ち
込

め
て
い
ま
す
。 

 

先
日
実
施
し
た
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
緊
急
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」(

三
面
に
調
査

結
果)

で
も
、
徐
々
に
影
響
が
出

始
め
て
お
り
、
先
が
見
え
な
い

こ
と
に
大
き
な
不
安
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
す
で
に

日
本
印
刷
産
業
連
合
会
な
ど
で

も
国
や
都
に
対
し
て
緊
急
の
対

応
策
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
経

済
産
業
省
で
は
、
三
月
十
日
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
る
事
業
者
に
対

し
て
、
第
二
弾
の
緊
急
対
応
策

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。 

 

そ
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。 

第

一

弾

の

緊

急

対

応

策

で

措
置
し
た
五
千
億
円
規
模
の
支

援
策
に
加
え
、
新
た
に
金
利
引

き
下
げ
措
置
を
盛
り
込
ん
だ
特

別
貸
付
制
度
を
創
設
す
る
な
ど
、

一
・
一
兆
円
規
模
の
貸
付
・
保

証
枠
を
確
保
し
ま
す
。 

そ
の
中
で
、
特
に
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
を
含
む
個
人
事
業
主
や
売

上
が
減
少
す
る
事
業
者
に
対
し

て
は
、
信
用
力
や
担
保
に
関
わ

ら
ず
、
実
質
無
利
子
化
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
措
置
に
つ
い
て
は
、

第
一
弾
の
緊
急
対
応
策
に
遡
っ

て
適
用
し
ま
す
。 

ま
た
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保

証
四
号
・
五
号
と
は
更
に
別
枠

（
二
・
八
億
円
）
で
、
全
国
・

全
業
種
を
対
象
に
融
資
額
の
一

〇
〇
％
を
保
証
す
る
危
機
関
連

保
証
を
創
設
後
初
め
て
発
動
し

ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
事
業

者
の
資
金
繰
り
を
徹
底
的
に
支

え
て
ま
い
り
ま
す
。 

今

回

の

対

応

策

の

内

容

や

資
金
繰
り
に
関
す
る
ご
相
談
に

つ
い
て
は
、
以
下
の
「
中
小
企

業
金
融
相
談
窓
口
」
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
す
で
に
日
本
政
策
金
融

公
庫
、
信
用
保
証
協
会
、
商
工

会

議

所

等

に

開

設

し
て
い
る 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

す
る
経
営
相
談
窓
口
」
で
も
引

き
続
き
、
資
金
繰
り
支
援
を
含

む
各
種
経
営
相
談
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。 

 

１
．
基
本
方
針(

抜
粋)  

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年

二
月 

十
三 

日
に
、
第
一
弾 

と

し
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
緊
急
対
応
策
」

を
決
定
し
、
帰 

国
者
等
へ
の
支

援
、
水
際
対
策
、
国
内
感
染
対

策
な
ど
を
中
心
に
、
予
備
費 

一

〇
三 

億
円 

を
含
む
総
額 

一

五
三 

億
円
の
対
応
策
を
実
行

し
て
い
る
。
ま
た
、
同 

二
五 

日

に
は
「
新
型 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
基
本
方
針
」（
以

下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
を
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決
定
し
、
今
後
の
状
況
の
進
展

を
見
据
え
て
講
じ
て
い
く
べ
き

対
策
等
を
取
り
ま
と
め 

た
。 

 
 

 
 

ま
た
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
経
済
に
与

え
る
影
響
に
対
し
て 

は
、
事
業

規
模 

二
六 

兆
円
の
「
安
心
と

成
長
の
未
来
を
拓
く
総
合
経
済

対
策
」
を
着
実 

に
実
行
す
る
と

と
も
に
、
雇
用
の
維
持
と
事
業

の
継
続
を
当
面
最
優
先
に
、
全

力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
。
こ
の

た
め
、
今
回
の
感
染
拡
大
に
よ

っ
て
経
済
的
な
影
響
を
受
け
た 

事
業
者
や
、
政
府
の
要
請
を
受

け
て
イ
ベ
ン
ト
や
営
業
等
を
中

止
し
た
事
業
者
に
つ
い
て
、
強

力
な
資
金
繰
り
支
援
を
は
じ
め
、

地
域
経
済
に
与
え
る
影
響
に
も

配
慮
し
、 

年
度
末
の
状
況
等
を

踏
ま
え
つ
つ
、
必
要
な
対
策
を

講
ず
る
。 

 
 

こ
う
し
た
方
針
の
下
、
緊
急

対
応
策
第
一
弾
（
一
五
三 

億
円
）

に
加
え
、
今
年
度
予
算 

の
着
実

な
執
行
と
予
備
費 

二
七
一
五 

億

円(

一

般

会

計 

二

二

九

五 

億
円
、
特
別
会
計 

四
二
〇 

億 

円
）
の
活
用
に
よ
り
、
緊
急
対

応
策
第
二
弾
と
し
て 

四
三
〇

八 

億
円
の
財
政
措
置
を
講 

ず

る
。
あ
わ
せ
て
、
資
金
繰
り
対

策
等
に
万
全
を
期
す
た
め
、
日

本
政
策
金
融
公
庫
等 

に
総
額 

一
・
六 

兆
円
規
模
の
金
融
措
置

を
講
ず
る
。 

 
 

今
後
と
も
、
感
染
の
状
況
と

と
も
に
、
地
域
経
済
及
び
世
界

経
済
の
動
向
を
十
分
に 

注
視

し
、
必
要
な
対
策
を
躊
躇
な
く

講
じ
て
い
く
。 

 

事
業
活
動
の
縮
小
や
雇
用
へ

の
対
応 

 
 

○ 

雇
用
調
整
助
成
金
の
特

例
措
置
の
拡
大 

 
 

 
新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
人
や
物

の
動
き
が
停
滞
し
、
事 

業
活
動

を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
業

者
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
場
合

で
も
雇
用 

が
維
持
さ
れ
、
国
民

生
活
の
安
定
が
保
た
れ
る
よ
う
、

雇

用

調

整

助

成

金

の
特
例
措 

置
を
大
幅
に
拡
大
す
る
。 

 
 

 

支

援

に

つ

い

て

は

本

年

１

月
に
遡
っ
て
実
施
す
る
等
の
措

置
を
講
ず
る
。 

ま
た
、
窓
口
の

体
制
の
充
実
等
を
図
る
観
点
か

ら
、
全
都
道
府
県
労
働
局
に
特

別 

労
働
相
談
窓
口
を
開
設
し
、

年
度
末
の
状
況
等
を
踏
ま
え
つ

つ
、
事
業
主
等
か
ら
の 

休
業
手

当
、
助
成
金
等
に
関
す
る
相
談

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
迅
速
か
つ

円
滑
に
受
け
付
け
る
。 

な
お
、

前
出
の
個
人
向
け
緊
急
小
口
資

金
等
の
特
例
に
よ
り
、
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
、
個
人
事
業
主
の
方
等

も
含
め
、
資
金
貸
付
の
据
置
期

間
や
償
還
期
限
の
延
長
、
償
還 

免
除
の
措
置
を
設
け
る
こ
と
と

し
、
雇
用
調
整
助
成
金
と
と
も

に
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ 

ッ
ト
を
強

化
す
る
。 

 

 

○ 

強
力
な
資
金
繰
り
対
策 

 
 
 

 
 

各

種

イ

ベ

ン

ト

の

自

粛

に

よ
る
影
響
を
含
め
、
地
域
経
済

に
も
た
ら
さ
れ
る
影 

響
を
乗

り
越
え
、
事
態
の
終
息
の
後
、

再
度
事
業
を
成
長
の
軌
道
に
乗

せ
て
い
く
た 

め
、
中
小
・
小
規

模
事
業
者
を
中
心
に
、
日
本
政

策

金

融

公

庫

等

に

よ
る
総
額 

一
・
六 

兆
円
規
模
の
金
融
措
置

を
講
ず
る
。  

 

日
本
政
策
金
融

公
庫
及
び
沖
縄
振
興
開
発
金
融

公
庫
等
に
お
い
て
、
既
に
確
保 

し
た
緊
急
貸
付
・
保
証
枠
の
拡

充
（
五
千 

億
円
規
模
→
六
千 

億
円
規
模
）
に
加 

え
、
売
上
高

が
減
少
し
て
い
る
等
の
中
小
・

小
規
模
事
業
者
に
対
し
て
、
新

型
コ
ロ 

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
特
別
貸
付
制
度
を
設

け
、
新
た
に 

五
千 

億
円
規 
模

の
融
資
枠
を
確
保
し
、
据
置
期

間
を
最
長
五
年
間
と
す
る
な
ど
、

中
小
・
小
規
模 

事
業
者
の
実
情

に
即
し
た
も
の
と
す
る
。 

 
 

さ
ら
に
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を

含
む
個
人
事
業
主
や
売
上
高
が

急
減
し
て
い
る
中
小
・
小
規
模

事
業
者
に
つ
い
て
は
、
信
用
力

や 

担
保
に
か
か
わ
ら
ず
、
実
質

的
に
無
利
子
化
す
る
。 

こ

れ

ら

は

緊

急

対

応

策

第

一
弾 

で
講
じ
た 

五
千 

億
円

の
資
金
繰
り
対
策
も
含
め
遡
っ

て
適
用
す
る
。
同
時
に
、
大
規

模
災
害
で
の
対
応
と
同
様
に
、

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金 

（
マ
ル
経
融
資
）
に
別
枠
を
措

置
し
、
金
利
を 

〇
・
九
％
引
き

下
げ
、
小
規
模
事
業
者 

に
対
し

て
手
厚
い
資
金
繰
り
支
援
を
実

施
し
て
い
く
。 

あ
わ
せ
て
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
保
証
四
号
及
び
五
号
を
発

動
し
、
信
用
保
証
協 

会
に
よ
り
、

一
般
保
証
と
は
別
枠
で
、
要
件

に

応

じ

て

融

資

額

の 

一

〇

〇
％
（
地
域
を 

指
定
す
る
四
号
）

又
は 

八
〇
％
（
業
種
を
指
定
す

る
五
号
）
を
保
証
す
る
。
さ
ら

に
、 

全
国
の
中
小
・
小
規
模
事

業
者
の
資
金
繰
り
が
逼
迫
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
融 

資
額

の 

一
〇
〇
％
を
保
証
す
る
危

機
関
連
保
証
を
初
め
て
発
動
し
、

保
証
枠
の
更
な
る 

別
枠
を
措

置
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

                                 



            

組

合

で

は

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ
ル
ス
の
発
生
に
伴
い
、
緊
急

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
を
急
ぎ

取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。 

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

緊

急
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果 

ア
ン
ケ
ー
ト
期
間 

令
和
二
年

三

月

十

一

日

～

三

月
十
六
日 

 

送

付

数

 

四

十

五

社 
 

 
 

 
 

回
答
数 

二
十
一
社 

 

回
答

率
四
七
％ 

 

問
１ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対
し
て
，
貴
社
で
は
何
ら
か

の
対
策
を
と
っ
て
い
ま
す
か 

①

と

っ

て

い

る

。

八

五

％ 
 

 
 

 
 

 
 

②
と
っ
て
い
な
い
。
一
五
％ 

 
 

 

問
２ 

 

と
っ
て
い
る
答
え
た
方

は
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
お

書
き
く
だ
さ
い
。 

①
手
洗
い
、
う
が
い
の
励
行
な

ど
。 

②

社

内

の

共

用

部

分

の
消
毒

(

ド
ア
ノ
ブ 

階
段
手
摺 

③
社
員
へ
マ
ス
ク
支
給
、
う
が

い
の
励
行
、
空
気
清
浄
機
の
設

置 ④
テ
レ
ワ
ー
ク
、
時
差
通
勤
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
、
出
張
の

制
限(

大
手
企
業) 

⑤
持
ち
込
み
納
品
の
一
時
停
止 

⑥
資
金
手
当
て(

セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト) 

 

問
３ 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
関
し
て
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
何
か

言
わ
れ
て
い
ま
す
か 

① 

言
わ
れ
て
い
る
。
四
七
％ 

 
 

 

② 

特
に
何
も
言
わ
れ
て
い
な 

 
 

 
 

い
。
五
三
％ 

 

問
４ 

 

言
わ
れ
て
い
る
と
答
え

た
方
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
具

体
的
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。 

①
訪
問
の
自
粛
要
請
、
少
人
数

訪
問 

②
訪
問
時
の
問
診
票
の
提
出
、

直
前
の
体
温
測
定 

③
社
員
に
感
染
者
が
出
た
場
合

の
調
査
、
報
告
、
対
応
策 

④
納
期
遅
れ
を
心
配
す
る
問
合

せ
、
納
品
を
発
送
に
切
り
替
え

指
示 

問
５ 

 

今
現
在
い
ち
ば
ん
困
っ

て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か?

 

①
マ
ス
ク
、
消
毒
薬(

ア
ル
コ
ー

ル)

の
不
足 

②
社
員
の
健
康
管
理 

社
内
の

感
染
防
止
策 

③
得
意
先
に
訪
問
で
き
な
い 

④
受
注
減
、
売
上
減
少(

必
ず
し

も
コ
ロ
ナ
の
影
響
と
は
言
え
な

い
が) 

⑤
先
が
ま
っ
た
く
見
え
な
い
こ

と ⑥
４
月
か
ら
の
新
年
度
の
計
画

が
立
て
ら
れ
な
い 

 

【
総
評
】 

や
は
り
マ
ス
ク
、

消
毒
薬
の
不
足
が
大
き
な
問
題

で
、
社
内
の
感
染
防
止
と
対
策
、 

得
意
先
へ
の
対
応
が
当
面
の
課

題
。
先
が
全
く
見
え
な
い
こ
と

も
大
き
な
不
安
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 

受

注

減

は

い

ま

の

と

こ

ろ

大
き
な
落
ち
込
み
に
は
な
っ
て

い
な
い
が
、
む
し
ろ
今
後
二
，

三
ケ
月
後
に
大
き
な
影
響
が
出

る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
組
合
と

し
て
も
国
や
都
の
緊
急
融
資
な

ど
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
な
ど

の
情
報
を
、
的
確
に
迅
速
に
紹

介
し
て
い
き
た
い
。 

 

 

協
賛
会
に
３
社
加
入 

 
 

 

こ
の
ほ
ど
協
賛
会
に
次
の
三

社
が
加
入
し
ま
し
た
。 

 

■

㈱

ジ

ェ

イ

エ

ン

タ

ー

プ

ラ
イ
ズ 

代
表
者
・
パ
ラ
ケ
ル 

ス
ニ
ッ
シ
ュ 

■

㈱

ヨ

シ

ダ

機

材 

代

表

者
・
吉
田
裕
之 

■
㈱
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ 

代
表
者
・

曾
田
恭
二 

  

な
お
、
㈱
イ
リ
ス
は
退
会
し

ま
し
た
。 

                   

                                 

 

新型コロナウイルスに関する  

緊急アンケート調査実施  

マスク、消毒薬の不足と 

社員の感染防止対策が 

第５４回通常総会を開催 

「上野東天紅」 

5 月２1 日 (木 )午後 5:00 より  

参加は組合員の権利です! 



 



 

最
近
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

喉
の
痛
み
や
咳
、
発
熱
が
代
表

的
な
症
状
で
す
が
、
喉
の
病
気

に
も
実
に
様
々
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
一
口
に
喉
が
痛
い
と
い

っ
て
も
、
そ
の
原
因
は
様
々
で

痛
み
も
実
に
様
々
で
す
。 

 

唾
を
飲
み
込
ん
で
も
痛
い
嚥

下
障
害
や
イ
ガ
イ
ガ
感
、
何
か 

               

つ
か
え
る
感
じ
が
あ
る
と
実
に

い
ろ
い
ろ
な
症
状
が
あ
り
ま
す
。 

代
表
的
な
病
名
で
も
，
急
性

咽
頭
炎
、
慢
性
咽
喉
頭
炎
、
急

性
扁
桃
炎
、
急
性
喉
頭
蓋
炎
、

扁
桃
周
囲
炎
、
咽
頭
が
ん
、
喉

頭
が
ん
、
声
帯
ポ
リ
ー
プ
な
ど

が
あ
り
ま
す
。 

■
喉
の
働
き 

 

喉
は
鼻
か
ら
の
通
路
と
口
か

ら
の
通
路
が
交
差
し
た
と
こ
ろ

で
、
咽
頭
と
喉
頭
に
分
か
れ
ま

す
。
咽
頭
は
、
咽
頭
扁
桃
〈
ア

デ
ノ
イ
ド
〉
、
口
蓋
扁
桃
（
こ
う

が
い
へ
ん
と
う
）
、
舌
根
扁
桃

（
ぜ
っ
こ
ん
へ
ん
と
う
）
な
ど

リ
ン
パ
組
織
の
集
ま
り
で
、
細

菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
し
て
く

る
と
、
喉
の
粘
膜
と
と
も
に
防

御
す
る
免
疫
系
の
役
割
が
あ
り

ま
す
。 

 

扁
桃
腺
と
い
う
の
は
口
蓋
扁

桃
の
事
で
、
免
疫
系
に
異
常
が

お
こ
る
と
抵
抗
力
が
低
下
し
、

炎
症
を
お
こ
し
ま
す
。
ま
た
、

他
に
も
発
声
の
際
に
鼻
腔
に
空

気
が
も
れ
る
の
を
防
い
で
、
食

べ
物
が
入
っ
て
き
た
と
き
も
鼻

の
方
へ
行
か
な
い
よ
う
に
働
き

か
け
ま
す
。 

 

喉
頭
の
主
な
役
目
は
発
声
で

す
。
喉
頭
に
は
声
帯
が
あ
り
ま

す
。
声
帯
は
普
段
閉
じ
て
ま
す

が
、
肺
か
ら
上
が
っ
て
き
た
空

気
で
声
帯
を
押
し
上
げ
て
、
ま

た
閉
じ
ま
す
。
こ
れ
を
繰
り
返

す
こ
と
で
お
き
た
振
動
が
声
と

な
っ
て
で
る
の
で
す
。
ま
た
、

異
物
や
細
菌
な
ど
が
侵
入
し
て

き
た
と
き
も
、
声
門
を
開
け
て

そ
れ
ら
を
外
に
排
出
す
る
働
き

〈
咳
〉
が
あ
り
、
食
べ
物
が
下

り
て
く
る
と
、
声
帯
を
閉
じ
て

食
べ
物
が
気
管
に
入
る
の
を
防

ぎ
ま
す 

■
急
性
咽
頭
炎
と
は 

一
般
に
”
の
ど
風
邪
”
と
呼
ば

れ
て
い
る
も
の
で
、
咽
頭
炎
だ

け
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ

と
ん
ど
は
喉
頭
に
も
炎
症
が
及

ん
で
い
る
た
め
急
性
喉
頭
炎
と

も
い
え
ま
す
。 

 

原
因
は
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
や

細
菌
感
染
が
主
で
す
が
、
鼻
炎

か
ら
発
症
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
症
状
は
の
ど
の
不
快
感
、

痛
み
、
発
赤
、
嚥
下
痛
（
え
ん

げ
つ
う
）
な
ど
喉
の
症
状
に
加

え
て
、3

7

～3
8

度
位
の
発
熱
、

倦
怠
感
（
け
ん
た
い
か
ん
）
な

ど
を
伴
い
ま
す
。 

 

■
慢
性
咽
喉
頭
炎
と
は 

急

性

咽

頭

炎

の

状

態

が

続

い
て
慢
性
化
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
性
と
い
う

よ
り
も
、
内
外
的
因
子
の
関
与

が
強
い
よ
う
で
す
。
鼻
炎
を
起

こ
し
て
鼻
水
が
喉
に
入
り
込
ん

だ
り
、
タ
バ
コ
、
刺
激
性
の
ガ

ス
な
ど
か
ら
お
こ
る
場
合
と
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
や
糖
尿
病
な

ど
か
ら
抵
抗
力
が
低
下
し
て
い

る
場
合
に
も
お
こ
り
ま
す
。
症

状
は
喉
の
不
快
感
、
喉
の
奥
の

発
赤
と
腫
れ
、
せ
き
、
喉
の
リ

ン
パ
の
腫
れ
に
白
苔
が
付
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

■
急
性
喉
頭
蓋
炎
と
は 

 

気

道

の

一

部

で

あ

る

声

門

（
声
帯
の
あ
る
と
こ
ろ
）
の
す

ぐ
上
に
喉
頭
蓋
と
い
う
部
分
が

あ
り
ま
す
。
急
性
喉
頭
蓋
炎
で

は
、
喉
頭
蓋
が
急
激
に
は
れ
る

た
め
、
気
道
を
ふ
さ
ぎ
、
は
れ

が
ひ
ど
い
場
合
に
は
窒
息(

ち

っ
そ
く)

に
至
る
危
険
性
が
あ

る
病
気
で
す
。
欧
米
に
お
い
て

は
子
ど
も
に
多
く
み
ら
れ
ま
す

が
、
日
本
で
は
成
人
例
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。 

い

ず

れ

も

治

療

法

と

し

て

は
、
安
静
に
し
て
、
ゆ
っ
く
り

休
養
す
る
こ
と
で
回
復
し
ま
す
。

脱
水
症
状
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
十
分
な
水
分
を
摂
り
、
喉
に

刺
激
を
与
え
る
よ
う
な
も
の
は

避
け
、
栄
養
の
あ
る
も
の
を
食

べ
ま
す
。 

こ

の

他

に

も

咽

頭

が

ん

や

喉
頭
が
ん
な
ど
怖
い
病
気
も
あ

り
ま
す
の
で
、
少
し
で
も
喉
の

調
子
が
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら 

医
師
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

【
参
考
資
料
】 

h
ttp

s
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e
n

k
o
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n
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o

m
/b
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o

d
o

.h
tm
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No163 健康がいちばん !   

喉の病気も実に様々です 

意外と知られていない役割 

https://kenko-s-net.com/b-nodo.html
https://kenko-s-net.com/b-nodo.html


  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
グ
ラ
フ
テ
ッ
ク(

本
社
・
神

奈
川
県
横
浜
市
戸
塚
区
品
濃
町

五
〇
三
の
一
〇 

☎
〇
四
五-

八
二
五-

六
二
〇
〇)

で
は
、
昨

年
末
よ
り
グ
リ
ッ
ト
ロ
ー
リ
ン

グ
方
式
の
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ

ッ
タ
「
Ｃ
Ｅ
７
０
０
０
シ
リ
ー

ズ
」
を
発
売
し
て
い
る
。 

    
 

 

                   

 

 

 

同
期
の
主
な
特
徴
と
し
て
は
、

従
来
の
ト
ン
ボ
読
み
取
り
セ
ン

サ
ー
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
、

自
動
ト
ン
ボ
読
み
取
り
シ
ス
テ

ム 

「
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｓ 

８
．
０
」
に

よ
り
、
プ
リ
ン
ト
＆
カ
ッ
ト
の

生
産
性
を
向
上
さ
せ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
バ
ー
コ
ー
ド
管
理
機 

                       

  

能
に
よ
っ
て
カ
ッ
ト
し
た
い
メ

デ
ィ
ア
に
専
用
バ
ー
コ
ー
ド
を

印
刷
し
、
そ
れ
を
読
み
取
る
こ

と
で
Ｐ
Ｃ
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
か

ら
自
動
的
に
該
当
す
る
カ
ッ
ト

デ
ー
タ
を
取
得
、
カ
ッ
ト
出
力

し
ま
す
。
誤
っ
た
デ
ー
タ
で
の

カ
ッ
ト
防
止
や
作
業
効
率
向
上

に
役
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

機
能
は
プ
リ
ン
タ
や
Ｒ
Ｉ
Ｐ
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
種
類
に
関
係
な

く
使
用
で
き
ま
す
。 

 

さ
ら
に
異
な
る
デ
ー
タ
毎
に

挿
入
し
た
バ
ー
コ
ー
ド
の
ス
タ

ー
ト
マ
ー
ク
を
自
動
検
出
し
、

最
初
の
ス
タ
ー
ト
操
作
の
み
で

連
続
的
に
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
バ
ー
コ
ー

ド
の
ス
タ
ー
ト
マ
ー
ク
位
置
は
、

ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
を
考
慮
し
、

順
巻
、
逆
巻
の
両
方
に
対
応
し

て
い
ま
す
。 

ト

ン

ボ

補

正

に

関

す

る

新

機
能
で
、
「1

点
ト
ン
ボ
補
正
」

に
対
応
し
ま
し
た
。
連
続
す
る

複
数
枚
デ
ー
タ
の
、
第
一
ト
ン

ボ
の
み
で
読
取
り
カ
ッ
ト
を
行

い
ま
す
。
従
来
機
Ｃ
Ｅ
６
０
０

０
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
に
て
四
点
ト
ン
ボ

読
取
り
を
行
っ
た
場
合
と
、
Ｃ 

 

  Ｅ
７
０
０
０
に
よ
る
一
点
ト
ン

ボ
読
取
り
を
行
っ
た
場
合
で
は
、

ト
ー
タ
ル
カ
ッ
ト
時
間
に
お
い

て
約
十
五
％
の
高
速
化
を
実
現

し
ま
し
た
。 

 

更
に
、
四
点
ト
ン
ボ
補
正
と

一
点
ト
ン
ボ
補
正
を
組
合
せ
た

連
続
カ
ッ
ト
も
可
能
と
な
り
、

一
枚
目
は
四
点
ト
ン
ボ
読
取
り

補
正
に
よ
る
正
確
な
基
準
を
作

り
、
二
枚
目
以
降
は
一
点
ト
ン

ボ
読
取
り
で
自
動
的
に
デ
ー
タ

を
補
正
し
カ
ッ
ト
す
る
た
め
、

品
質
を
保
ち
つ
つ
時
間
短
縮
カ

ッ
ト
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

 

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
を
使
っ
て
Ｐ

Ｃ
レ
ス
出
力
対
応
が
で
き
る
の

で
、
カ
ッ
ト
出
力
作
業
に
Ｐ
Ｃ

や
専
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用

し
な
い
為
、
Ｐ
Ｃ
操
作
が
苦
手

な
方
で
も
簡
単
に
カ
ッ
ト
操
作

が
可
能
で
す
。 

 

こ
の
他
に
も
、
同
シ
リ
ー
ズ

に
は
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ッ
タ

の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
標
準
付
属
し

て
い
ま
す
。 

詳
細
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ 

h
ttp

s
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w
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r
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p
h
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c
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o
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p
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第
一
七
七
回
「
グ 

ラ 

フ 

テ 

ッ 

ク
」 

 
 

グリットローリングカッティングプロッタ  

多彩な機能搭載の「CE7000 シリーズ」 

 

https://www.graphtec.co.jp/
https://www.graphtec.co.jp/

